
＜伐採の理由＞

マングローブが増えすぎると ･･･

・土砂やゴミが根っこにひっかかり、陸地化する。

・水の流れが悪くなる。

・水鳥が減る。 ⇒

マングローブがあった

ほうが川や海がきれい

になるんじゃないの？

マングローブがあった方

が水鳥が来る気がするけ

どな…。

マングローブは植樹と

か、エコのイメージが

あったんだけどな。

ゴミが引っかかるの

は人間が悪いんじゃ

ないの？

え ?! マングロー

ブを切っちゃう

の ?!

？
？

？
？

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

１．目的、動機

（１）動機 ･･･ ある日水鳥湿地センターに行ったら、新聞の切抜きが貼ってありました。

　　そこで疑問がムクムク ･･･

（２）目的 ･･･ マングローブも人も他の生き物たちも、みんながうまく生きていくためにどうしたらいいのか考える。

２．方法、内容
（１）マングローブについて知る。（観察、ネット、本などで調べる）

（２）沖縄の他の場所のマングローブ林を観察して、漫湖との違いを考える。

（３）マングローブのある湿地とない湿地で、水鳥や他の生物が違うかどうか観察する。

３．調べたこと
●マングローブとは…沖縄のように暑い地域の海辺や河口など、川の水と

海の水が混ざり合うところに生える。

●潮水でも生きていけるすごい仕組みがいっぱいある！

（いっぱい書きたいけど、書ききれないのでまた今度）

●生き物たちの最高の隠れ家になる。

●干潟は海をきれいにしてくれる働きがある。マングローブがあるとさら

に栄養をたくさん含んだ泥がゆっくりたまる。

●栄養満点の泥をカニや貝が食べる。そのカニや貝を水鳥が食べる。だか

らマングローブや湿地には生き物いっぱい！

マ ン グ ロ ー ブ っ

てすごい！潮 水 で も 大 丈

夫です

根っこがすご

いんです。

マングローブとそのまわり
の生き物たち
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４．観察したこと

（１）マングローブにはたくさんの種類があるけれど、沖縄にあるのは主にこの 3 種類

ほとんどのマングローブ林にあっ
た。特に漫湖や具志に多かった。根
は板のような板根（ばんこん）で背
が低く、葉は丸っこい。白くてきれ
いな花をさかせる。

石垣には 10 ｍはありそうな高いも

のもあった。人がひざを曲げているよ

うな根の形「しっこん」をしている。

胎生種子の赤いがく？がたくさん地面

に落ちていた。

たこの足のような、とてもマング

ローブらしい根。葉っぱがおおきく、

葉の先が針みたいにちょんととんがっ

ている。石垣島にたくさんあった。本

島では億首川に多かったけど、植林か

もしれない。

（２）いろんなマングローブを観察したよ。

①漫湖

メ
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ほとんどメヒルギ。根っこが

残った伐採地にはほとんど水鳥

は来なかった。橋の向こうの泥

湿地にはものすごい数がいた。



⑤～⑩石垣・西表島

本島内の他のマングローブ

マングローブのない湿地

（３）湿地の生き物観察

生き物は、マングローブのあるところでもマングローブのない泥湿地でも、そんなに変わらなかった気がする。

カニがいて貝がいてトントンミーがいて、水鳥もいた。

本島にはあまりないヤエヤマヒルギがたくさ

んあった。見渡す限りどこまでもマングロー

ブで、本島とは全然違う。オヒルギも背が高

くてびっくりした。潮の満ち引きで景色が全

然違った。

写真は慶佐次のマングローブ林と具志干潟。い

ろんな種類のマングローブが混ざっていた。億

首川と屋我地島にも行ったけど、植林されたも

のが多くて、もとはどうだったのかわからなかっ

た。

写真は瀬長島近くの三角池と泡瀬干

潟。ここにはマングローブはないけれ

ど、ちょっと離れたろころにある。三

角池は小さいのにびっくりするほどた

くさんの鳥が集まってくる。



５．まとめ

（１）マングローブと干潟のすごい仕組みがわかって、とても面白かった。

→潮水の中でも生きていける仕組みや、干潟の生き物たちが水をキレイにしてくれていることを知ってびっ

くりした。

（２）水鳥はマングローブがキライなわけじゃないと思う。

→水鳥は確かにマングローブより何もない泥湿地の方にたくさんいたけれど、マングローブがあるから栄

養がいっぱいの泥ができて、カニや貝や魚が集まってきて、水鳥たちのえさになるのだから、マングローブ

があったほうがいいと思う。

（３）漫湖と他のマングローブ林との違いについて考えてみた

→慶佐次や西表でガイドさんに聞いたところでは、マングローブが増えすぎて陸地化して困るという話は

全然ないと言っていた。流れが強いところには胎生種子が根付かないようになっているから、川が狭くなる

心配はないという話だった。

６．考察

昔の新聞には、漫湖に何百本も植林したことがのっていました。もし自然のままのマングローブ林だったら、離

島や慶佐次のように、バランスの取れるところで広がりがとまったかもしれない。漫湖のように限られたスペース

にどんどん植林してしまったから、陸地化が早くなってしまったのだろうと思いました。

前にテレビで「里山」という言葉を知りました。ぼくの考えは、マングローブも里山のように、使った分だけ植

えるというのはどうだろう？と思います。増えすぎたら切って、ゴミやヘドロは汚した人間がキレイにしたらいい

と思う。そしたら人間もマングローブも水鳥も他の生き物も一緒にいられると思います。

７．感想

同じ場所でも、前にはたくさんいたはずのカニたちが一匹もいないときもあったし、同じような時間に行っても

水鳥の種類が全然違うときもあって、どんな時間にどんな所にいるのか途中で全然わからなくなった。潮の満ち引

きとか季節とかにも関係あるのだと思う。あまりちゃんとした結果が出なくて残念だった。

でもいろんなところに行ってマングローブや湿地を観察するのはとても楽しかった。

遠くから見ると何にもないように見えるただの湿地も、じーっとしてるとあっちこっちからシオマネキやカニや

トントンミーなどたくさんの生き物が出てきて、ケンカしたり穴を掘ったりとっても元気。それを狙ってシギやチ

ドリが飛んで来るし、水の中にはハリセンボンや小さな魚、ガザミなどがすばやく泳いでいてたり、見たことのな

いナメクジみたいな生き物や透明な長い生き物も見つけた。マングローブの枝にはタイワンシロガシラやメジロな

どの小鳥やハチ、虫もいる。ずっと見ているとマングローブの周りではいろんなことが起こっていて、とても楽しかっ

た。

湿地に来る鳥たちをみていたら、いろんな種類がたくさんいて面白かった。はじめてカワセミを見たときは本当

に嬉しくてドキドキした。ヤンバルクイナも東村まで探しにいった。鳥がどんどん面白くなってきたので、次はい

ろんな鳥の観察をしたい。


